


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































北野恒富 御深曾木 と 祐宮御肖像 について─館蔵品紹介─
図
ハ
、
萬
延
元
年
閏
三
月
十
六
日
、
京
都
御
所
御
三
間
ニ
於
テ
、
御
深
曾
木
ノ
禮
ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル
ル
ノ
光
景
ナ
リ
。
（
奉
納
者
男
爵
鴻
池
善
右
衛
門
揮
毫
者
北
野
恒
富
）
金
雲
に
彩
ら
れ
た
京
都
御
所
御
三
間
で
は
、
上
段
の
間
に
御
父
孝
明
天
皇
の
存
在
が
感
ぜ
ら
れ
、
御
簾
越
し
に
見
え
る
従
者
と
は
対
比
的
に
祐
宮
だ
け
が
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
る
か
の
如
く
描
か
れ
て
い
る
。
手
に
は
、
小
松
と
山
橘
を
持
ち
、
中
央
の
碁
盤
に
上
ら
れ
、
盤
上
に
置
か
れ
た
二
つ
の
石
を
ふ
み
、
東
南
方
に
向
っ
て
お
立
ち
に
な
り
、
左
大
臣
一
條
忠
香
が
御
鬢
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
に
は
、
少
将
掌
侍
今
城
重
子
、
大
典
侍
中
山
績
子
、
宰
相
典
侍
庭
田
嗣
子
が
控
え
て
い
る
。
何
れ
も
御
簾
越
し
な
が
ら
凝
視
す
れ
ば
、
そ
の
表
情
や
衣
装
の
描
き
ぶ
り
に
は
徹
底
し
た
描
写
力
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
聖
徳
記
念
館
に
陳
列
さ
れ
る
御
深
曾
木
の
構
成
は
上
記
の
通
り
だ
が
、
金
散
ら
し
の
背
景
の
な
か
、
円
窓
に
描
か
れ
た
祐
宮
の
表
情
は
、
待
ち
受
け
る
運
命
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
荘
厳
な
面
持
ち
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
奉
納
し
た
本
図
の
な
か
か
ら
特
別
に
注
文
を
受
け
た
作
品
で
あ
ろ
う
か
、
類
例
の
な
い
金
落
款
（
口
絵
）
に
恒
富
の
思
い
が
現
れ
て
い
る
。
作
画
時
期
に
つ
い
て
は
、
昭
和
九
年
に
聖
徳
記
念
絵
画
館
に
奉
納
さ
れ
て
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。一
方
で
、
昭
和
九
年
に
聖
徳
記
念
絵
画
館
に
奉
納
さ
れ
た
本
図
は
、
花
園
に
あ
っ
た
恒
富
の
画
室
で
描
か
れ
た
も
の
で
東
京
に
向
け
て
搬
出
さ
れ
る
時
に
は
、
地
域
住
民
が
手
を
合
わ
せ
て
見
送
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
北
野
悦
子
談
）
が
あ
る
が
、
本
図
を
制
作
す
る
た
め
に
改
築
し
た
画
室
で
大
き
な
下
図
を
作
り
上
げ
て
、
こ
れ
を
実
際
に
絵
画
館
に
掲
げ
て
制
作（註
）
し
た
と
す
る
記
述
も
あ
る
。
註註
聖
徳
記
念
絵
画
館
壁
画
解
説
財
団
法
人
明
治
神
宮
奉
賛
会
発
行
（
昭
和
八
年
）
註
聖
徳
記
念
絵
画
館
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ガ
イ
ド
幕
末
明
治
を
一
望
す
る
明
治
神
宮
外
苑
編
東
京
書
籍
（
平
成
二
八
年
）

